
平成 31年
全日本選抜柔道体重別選手権大会

第41回
全国高等学校柔道選手権大会

第60回
全国選抜少年剣道錬成大会
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ニュース

平
成
31
年
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

丸山城志郎が
阿部一二三との
13 分の大接戦を制す

男
子
66
㎏
級

男子 66㎏級決勝＝丸山（左）対阿部
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平
成
31
年
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
が
、
４
月
６
日
・
７
日
に
福
岡

国
際
セ
ン
タ
ー
で
男
女
７
階
級
に
よ
り
行

わ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
８
月
25
日
〜
９

月
１
日
に
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
る
２
０

１
９
世
界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会
の
日
本

代
表
最
終
選
考
会
を
兼
ね
て
お
り
、
世
界

選
手
権
の
日
本
代
表
選
手
を
か
け
て
各
階

級
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

男
子
66
㎏
級
で
は
、
丸ま
る

山や
ま

城じ
ょ

志う
し

郎ろ
う

（
ミ

キ
ハ
ウ
ス
）
が
阿あ

部べ

一ひ

二ふ

三み

（
日
本
体
育

大
）
と
の
13
分
23
秒
に
及
ん
だ
接
戦
を
浮

技
で
制
し
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

女
子
78
㎏
超
級
で
は
、
素そ

根ね

輝あ
き
ら（

環
太

平
洋
大
）
が
延
長
の
末
、朝あ
さ

比ひ

奈な

沙さ

羅ら

（
パ

ー
ク
24
）
か
ら
小
外
刈
で
技
有
を
奪
い
、

３
連
覇
を
果
た
し
た
。◇

　

試
合
は
、
全
日
本
柔
道
連
盟
か
ら
選
抜

さ
れ
た
各
階
級
８
名
の
選
手
が
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
形
式
に
よ
り
、
最
新
の
国
際
柔
道
連

盟
試
合
審
判
規
定
で
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
で
は
２
０
２
０
年
東
京

五
輪
で
使
用
さ
れ
る
予
定
の
畳
が
初
披
露

さ
れ
た
。
新
し
い
畳
は
、
観
客
や
テ
レ
ビ

視
聴
者
が
よ
り
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、

試
合
場
内
は
従
来
の
黄
か
ら
薄
い
青
、
場

外
は
よ
り
鮮
や
か
な
赤
と
な
っ
て
い
る
。

素根輝が
朝比奈沙羅を降し
３連覇を果たす

女
子
78
㎏
超
級

女子 78㎏超級決勝＝素根（右）対朝比奈
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ニュース

　

丸
山
城
志
郎
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
と
世
界

選
手
権
２
連
覇
の
阿
部
一
二
三
（
日
本
体

育
大
）
の
頂
上
対
決
。
昨
年
の
グ
ラ
ン
ド

ス
ラ
ム
大
阪
の
決
勝
で
両
者
は
対
戦
し
て

お
り
、
丸
山
が
巴
投
で
制
し
て
い
る
。
丸

山
は
そ
の
後
の
国
際
大
会
で
も
優
勝
を
飾

っ
て
お
り
、
過
去
、
阿
部
と
の
対
戦
成
績

は
２
勝
２
敗
。
今
大
会
、
阿
部
と
の
直
接

対
決
が
注
目
を
集
め
て
い
た
。

　

場
内
が
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
な
か
、
試

合
は
開
始
さ
れ
た
。
ケ
ン
カ
四
つ
で
組
手

争
い
を
激
し
く
展
開
す
る
両
者
。
阿
部
は

引
手
不
十
分
の
ま
ま
担
ぎ
技
を
決
め
よ
う

と
す
る
が
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
防
ぐ
丸

山
。
再
び
阿
部
は
足
技
を
使
い
な
が
ら
懸

命
に
圧
力
を
か
け
て
い
く
。
序
盤
は
確
実

に
阿
部
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
。
激
し

い
攻
防
を
見
せ
な
が
ら
も
お
互
い
ポ
イ
ン

ト
の
な
い
ま
ま
、
試
合
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス

コ
ア
方
式
（
以
下
Ｇ
Ｓ
）
に
よ
る
延
長
戦

に
突
入
し
た
。

　

両
者
は
担
ぎ
技
を
繰
り
出
す
も
の
の
、

互
い
に
釣
手
を
切
り
合
っ
て
、
十
分
に
決

ま
ら
な
い
。
延
長
１
分
半
を
過
ぎ
る
と
、

試
合
再
開
の
度
に
丸
山
が
機
を
窺う
か
がい
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
前
に
進
み
、
阿
部
が
ジ
リ

ジ
リ
と
後
退
す
る
場
面
が
目
立
ち
始
め

る
。
指
導
２
を
受
け
、
あ
と
一
つ
で
反
則

負
け
と
な
る
薄
氷
を
履ふ

む
試
合
を
余
儀
無

く
さ
れ
た
丸
山
だ
が
、
焦
る
様
子
は
微み

塵じ
ん

も
な
い
。
こ
こ
で
阿
部
が
担
ぎ
技
、
足
技

と
、
序
盤
に
も
増
し
て
何
度
も
攻
め
立

て
、
一
段
と
場
内
の
歓
声
も
大
き
く
な
っ

て
い
く
。
丸
山
も
内
股
を
何
度
も
仕
掛

け
、
激
し
い
せ
め
ぎ
合
い
を
展
開
し
た
。

　

延
長
４
分
過
ぎ
、
丸
山
が
巴
投
を
仕
掛

け
阿
部
の
身
体
が
宙
に
浮
い
た
が
、
間
一

髪
で
阿
部
は
こ
れ
を
凌し
の

い
だ
。
延
長
５
分

過
ぎ
、
つ
い
に
一
瞬
の
隙
を
突
い
た
阿
部

の
足
技
が
技
有
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ビ

デ
オ
判
定
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
、
場
内
も

一
喜
一
憂
。
稀
に
見
る
大
接
戦
と
な
り
、

試
合
は
な
お
も
続
く
。

　

内
股
に
出
る
丸
山
だ
が
、
阿
部
は
こ
れ

を
何
と
か
堪こ
ら

え
た
。
試
合
は
徐
々
に
丸
山

の
ペ
ー
ス
と
な
り
、
肩
で
息
を
し
て
い
る

阿
部
を
再
び
内
股
で
攻
め
る
丸
山
。
し
か

し
、
阿
部
は
必
死
に
こ
れ
を
堪
え
る
。
場

内
は
拍
手
と
歓
声
が
う
ね
り
を
上
げ
な
が

ら
鳴
り
響
い
て
い
る
。
そ
し
て
延
長
９
分

過
ぎ
、
不
意
に
丸
山
は
浮
技
を
繰
り
出
し

た
。
こ
れ
が
技
有
と
な
り
、
つ
い
に
勝
負

　

リ
オ
五
輪
銅
メ
ダ
ル
の
髙
藤
直
寿
（
パ

ー
ク
24
）
は
欠
場
と
な
り
、
決
勝
は
、
昨

年
11
月
の
大
阪
、
２
月
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
優
勝
と
勢
い
に
乗

る
永
山
竜
樹
（
了
德
寺
学
園
職
）
と
志
々

目
徹
（
了
德
寺
学
園
職
）
の
手
の
内
を
知

る
者
同
士
の
対
決
。

　

試
合
後
半
に
永
山
が
背
負
投
を
決
め
て

一
本
勝
。
永
山
は
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
た
。

◎
60
㎏
級
優
勝
＝

永な
が

山や
ま

竜り
ゅ

樹う
じ
ゅ

選
手
（
了
德
寺
学
園
職
）

「
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を
出
せ
ば

必
ず
勝
つ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
投
げ
に

行
き
、
一
本
を
と
る
柔
道
に
徹
し
ま
し

た
。
世
界
選
手
権
で
は
、
自
分
の
柔
道
を

し
て
メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
60
㎏
級　
勢
い
に
乗
る
永
山
竜
樹
が
頂
点
に

　

男
子
の
部

■
66
㎏
級　
丸
山
城
志
郎
が
13
分
の
激
闘
を
制
す

永山竜樹（左）が背負投を決めた

森
田
将
矢 （
鹿
屋
体
育
大
）

大
島
優
磨
（
旭
化
成
）

青
木

　大 （
パ
ー
ク
24
）

永
山
竜
樹
（
了
德
寺
学
園
職
）

竪
山

　将
（
パ
ー
ク
24
）

志
々
目
徹
（
了
德
寺
学
園
職
）

米
村
克
麻 （
セ
ン
コ
ー
）

市
川
龍
之
介 （
東
海
大
）

○
背
負
投○

縦
四
方
固

○
反
則
負
け

○
内
股

肩
車○

大
外
刈

一
本
背
負
投

永山竜樹
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あ
り
。
丸
山
は
13
分
23
秒
に
お
よ
ぶ
大
激

闘
を
制
し
、
見
事
に
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
66
㎏
級
優
勝
＝

丸ま
る

山や
ま

城じ
ょ

志う
し

郎ろ
う

選
手
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

「
最
後
は
、
意
地
と
意
地
の
ぶ
つ
か
り
合

い
、
気
持
ち
で
の
勝
負
で
し
た
。
気
持
ち

の
面
で
も
僕
が
上
だ
と
い
う
こ
と
を
見
て

い
た
だ
け
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
僕
自

身
、
こ
れ
か
ら
だ
ぞ
と
い
う
思
い
で
お
り

ま
す
。
世
界
選
手
権
で
自
分
が
一
番
強
い

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
、
東
京
五
輪
に
も

出
場
し
、
自
分
が
世
界
で
一
番
強
い
と
い

う
こ
と
を
証
明
し
て
み
せ
ま
す
」

▽
井
上
康
生
全
日
本
柔
道
連
盟
男
子
監
督

「
海
外
で
は
あ
り
え
な
い
試
合
だ
と
思
い

ま
す
（
海
外
で
は
審
判
が
早
め
に
指
導
を

と
り
ま
す
）。
お
互
い
が
我
慢
の
試
合
で

し
た
し
、
世
界
で
戦
っ
て
い
る
選
手
は
違

い
を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
丸
山
は

今
、
勝
ち
続
け
て
い
ま
す
し
、
阿
部
も
意

地
を
持
っ
て
戦
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
」

丸山城志郎（左）と阿部一二三の激闘。場内では拍手と歓声がうねりを上げながら鳴り響いた

激闘を制し、勝利を摑んだ丸山

西
山
祐
貴
（
警
視
庁
）

藤
阪
太
郎
（
大
阪
府
警
）

磯
田
範
仁
（
国
士
舘
大
）

丸
山
城
志
郎
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

藤
阪
泰
恒
（
パ
ー
ク
24
）

田
川
兼
三
（
了
德
寺
学
園
職
）

木
戸
清
孝
（
天
理
大
学
ク
ラ
ブ
）

阿
部
一
二
三
（
日
本
体
育
大
）

丸山城志郎

袖
釣
込
腰

○
反
則
負
け

○
巴
投○ ○

反
則
負
け

袖
釣
込
腰

○
袖
釣
込
腰

浮
技
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ニュース

　

リ
オ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
大
野
将
平

（
旭
化
成
）
が
登
場
。
準
決
勝
は
海
老
沼

匡
（
パ
ー
ク
24
）
と
対
決
。
両
者
は
講
道

学
舎
の
同
門
で
、
近
年
、
海
老
沼
は
73
㎏

級
に
階
級
を
上
げ
て
い
る
。

　

試
合
は
互
い
に
ポ
イ
ン
ト
は
な
く
、
延

長
に
突
入
。
Ｇ
Ｓ
で
は
何
度
も
内
股
を
放

つ
大
野
だ
が
、
海
老
沼
は
紙
一
重
で
そ
れ

を
凌
ぎ
、
ポ
イ
ン
ト
に
は
至
ら
な
い
。
海

老
沼
も
背
負
投
で
応
戦
す
る
が
、
大
野
の

背
は
畳
に
は
つ
か
ず
、
互
い
に
一
歩
も
譲

ら
な
い
白
熱
し
た
試
合
と
な
る
。
５
分
過

ぎ
、
海
老
沼
が
背
負
投
に
出
た
と
こ
ろ
を

大
野
が
谷
落
で
返
し
、
技
有
を
奪
っ
た
。

大
歓
声
の
中
、
９
分
に
お
よ
ぶ
接
戦
は
大

野
が
勝
利
を
収
め
た
。

で
は
変
に
色
気
は
出
さ
ず
に
、
今
日
み
た

い
な
我
慢
強
い
戦
い
で
臨
み
た
い
と
思
い

ま
す
」

　

決
勝
は
、
大
野
と
２
０
１
７
世
界
選
手

権
覇
者
の
橋
本
壮
市
（
パ
ー
ク
24
）
の
対

戦
。
３
年
ぶ
り
の
直
接
対
決
と
な
る
。
戦

績
は
１
勝
１
敗
。

「
決
勝
は
自
分
自
身
と
の
戦
い
」
と
試
合

前
に
語
っ
て
い
た
大
野
。
天
理
大
の
後
輩

で
あ
る
丸
山
の
死
闘
を
見
て
か
ら
決
勝
の

畳
に
あ
が
る
。
気
合
い
十
分
だ
。
激
し
く

組
手
を
争
う
両
者
。
橋
本
の
攻
撃
を
い
な

す
大
野
。
橋
本
も
大
野
の
組
手
を
封
じ
て

い
く
。
そ
の
ま
ま
、
本
戦
は
終
了
し
た
。

　

Ｇ
Ｓ
突
入
後
お
よ
そ
１
分
、
大
野
が
指

導
２
を
受
け
て
、
互
い
に
指
導
２
で
両
者

の
退
路
は
断
た
れ
た
。
橋
本
は
し
っ
か
り

と
間
合
い
を
保
ち
、
ま
た
は
大
野
の
釣
手

を
い
な
し
て
、
大
野
が
攻
め
入
る
機
を
与

え
な
い
。
手
数
で
は
橋
本
が
大
野
に
優
っ

て
い
る
。
大
野
を
研
究
し
尽
く
し
た
橋
本

の
戦
術
に
為な

す
術す
べ

が
な
い
か
の
よ
う
に
み

え
る
大
野
。
延
長
５
分
30
秒
、
こ
れ
ま
で

我
慢
強
く
堪
え
忍
ん
で
い
た
大
野
は
、
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
た
橋
本
の
隙
を
見
逃
さ

ず
、
隅
落
を
繰
り
出
し
た
。
こ
れ
が
技
有

と
な
り
、
大
野
が
勝
利
。
３
年
ぶ
り
３
度

目
の
優
勝
を
飾
り
、
世
界
選
手
権
へ
向
け

て
の
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
と
っ
た
。

■
73
㎏
級　
大
野
将
平
が
我
慢
の
柔
道
で
優
勝
◎
73
㎏
級
優
勝
＝大お

お

野の
し

将ょ
う

平へ
い

選
手
（
旭
化
成
）

「
一
日
ハ
ー
ド
な
試
合
が
続
き
ま
し
た

が
、
優
勝
で
き
て
安
心
し
て
い
ま
す
。
昨

年
、
畳
の
上
に
戻
っ
て
き
て
も
モ
ヤ
モ
ヤ

し
て
い
る
時
間
が
リ
オ
五
輪
以
前
よ
り
増

え
て
悔
し
か
っ
た
で
す
が
、
こ
う
や
っ
て

結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
我

慢
す
る
試
合
を
し
て
よ
う
や
く
結
果
が
出

て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
選
手
権

準決勝、大野将平（右）と海老沼匡の接戦

決勝戦、大野将平（右）がわずかなチャンスをものにした

岩
渕
侑
生
（
セ
ン
コ
ー
）

海
老
沼
匡
（
パ
ー
ク
24
）

石
郷
岡
秀
征
（
筑
波
大
）

大
野
将
平
（
旭
化
成
）

竹
内
信
康
（
立
川
拘
置
所
）

立
川

　新
（
東
海
大
）

野
上
廉
太
郎
（
筑
波
大
）

橋
本
壮
市
（
パ
ー
ク
24
）

大野将平 

谷
落○○

反
則
負
け

反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け 肩

車

隅
落
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怪け

我が

で
戦
列
を
離
れ
て
い
た
リ
オ
五
輪

銅
メ
ダ
ル
の
永
瀬
貴
規
（
旭
化
成
）
が
登

場
。
準
決
勝
で
は
、
昨
年
の
世
界
選
手
権

　

決
勝
は
向
翔
一
郎
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と

長
澤
憲
大
（
パ
ー
ク
24
）
の
対
戦
。
向
は

準
決
勝
で
、
代
表
候
補
の
一
人
で
あ
っ
た

村
尾
三
四
郎
（
東
海
大
）
に
腕
う
で
ひ

挫し
ぎ

腋わ
き

固が
た
めを

決
め
て
勝
利
。
一
方
、
長
澤
は
準
決
勝
で

リ
オ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ベ
イ
カ
ー
茉

秋
（
日
本
中
央
競
馬
会
）
を
指
導
３
に
よ

り
破
っ
て
い
る
。

２
位
の
藤
原
崇
太
郎
（
日
本
体
育
大
）
を

小
外
刈
で
降く
だ

し
て
、
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。

　

決
勝
で
は
、
佐
藤
正
大
（
自
衛
隊
体
育

学
）
に
対
し
て
、
組
み
合
っ
た
と
こ
ろ
に

膝
車
を
決
め
て
、
２
年
ぶ
り
５
度
目
の
頂

点
に
立
ち
、
復
活
の
狼の
ろ
し煙
を
上
げ
た
。

◎
81
㎏
級
優
勝
＝永な

が

瀬せ

貴た
か

規の
り

選
手
（
旭
化
成
）

「
２
年
前
に
こ
の
大
会
で
優
勝
し
て
か
ら

は
ず
っ
と
負
け
っ
ぱ
な
し
で
し
た
の
で
、

嫌
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
五

輪
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
腐
ら
ず
に
、
自
分
な
り
に
ど
う
し
て

で
き
な
か
っ
た
の
か
考
え
て
、
こ
こ
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
リ
オ
で
の
悔
し
さ
は

今
で
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
、

復
活
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
来
年
、
東
京

五
輪
に
何
と
し
て
も
出
場
し
て
優
勝
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

　

左
相
四
つ
で
組
手
争
い
を
展
開
す
る
両

者
。
互
角
の
攻
防
を
見
せ
る
が
ポ
イ
ン
ト

は
入
ら
ず
。
試
合
前
半
・
中
盤
に
指
導
を

重
ね
て
、
Ｇ
Ｓ
へ
と
移
っ
た
。
長
澤
は
内

股
を
仕
掛
け
る
も
の
の
不
発
に
終
わ
る
。

向
も
負
け
じ
と
背
負
投
を
放
つ
が
こ
れ
も

決
ま
ら
な
い
。
激
し
い
組
手
争
い
は
な
お

も
続
く
が
、
向
の
手
数
が
や
や
多
く
な
っ

■
81
㎏
級　
永
瀬
貴
規
、
２
年
ぶ
り
の
頂
点
に

■
90
㎏
級　
向
翔
一
郎
、
苦
心
の
末
の
勝
利

永瀬貴規（左）が佐藤正大に膝車を決めて勝利

向翔一郎（左）が長澤憲大に手数で競り勝った

佐
藤
正
大
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

小
原
拳
哉
（
パ
ー
ク
24
）

中
園
史
寛
（
福
岡
県
警
）

佐
々
木
健
志
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

長
島
啓
太
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

永
瀬
貴
規
（
旭
化
成
）

友
清
　
光
（
国
士
舘
大
）

藤
原
崇
太
郎
（
日
本
体
育
大
）

永瀬貴規

○
背
負
投

○ ○
内
股

○
膝
車

肩
車

小
外
刈 内

股
袈
裟
固
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た
か
に
見
え
た
延
長
１
分
44
秒
、
長
澤
が

指
導
３
を
受
け
て
反
則
負
け
。
軍
配
は
向

に
上
が
っ
た
。
そ
の
向
は
感
極
ま
り
、
熱

く
な
る
目
頭
を
押
さ
え
き
れ
ず
に
男
泣
き

し
た
。

◎
90
㎏
級
優
勝
＝

　

向
む
か
い

翔し
ょ

一う
い

郎ち
ろ
う選
手
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

「
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
パ
リ
で
長
澤
選
手
と

の
直
接
対
決
で
負
け
て
か
ら
、
勝
て
ず
に

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
色
々
な
人
に
助
け
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
こ
こ
ま

で
来
れ
ま
し
た
。
今
回
、
負
け
た
ら
世
界

選
手
権
も
東
京
五
輪
も
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
練
習
量
で
は
誰
に
も
負
け

な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
は
す
ご
か
っ
た
で
す
が
、
最
後

は
全
部
出
し
切
ろ
う
と
思
っ
て
戦
い
ま
し

た
。
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と

自
分
を
追
い
込
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま

す
」

　

リ
オ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
羽
賀
龍
之

介
（
旭
化
成
）
は
、
体
重
別
選
手
権
で
今

ま
で
優
勝
を
し
て
お
ら
ず
、
今
大
会
で
優

勝
し
て
有
終
の
美
を
飾
ろ
う
と
、
初
戦
で

は
内
股
で
決
し
、
準
決
勝
で
も
飯
田
健
太

郎（
国
士
舘
大
）を
得
意
の
内
股
で
降く
だ

し
、

好
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
る
。
決
勝
の
対

戦
相
手
は
、
選
抜
で
は
２
年
ぶ
り
の
対
決

と
な
る
一
昨
年
世
界
選
手
権
覇
者
の
ウ
ル

フ
ア
ロ
ン
（
了
德
寺
学
園
職
）。
２
年
前

は
ウ
ル
フ
が
制
し
て
い
る
。

　

相
四
つ
で
互
い
に
出
方
を
窺
い
、
開
始

１
分
半
に
そ
れ
ぞ
れ
指
導
１
を
受
け
る
。

そ
の
ま
ま
両
者
は
技
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
を

取
れ
ず
に
本
戦
は
終
了
。
Ｇ
Ｓ
に
入
る

と
、
ス
タ
ミ
ナ
に
自
信
の
あ
る
ウ
ル
フ
は

積
極
的
に
組
手
争
い
で
攻
め
た
て
る
。
対

す
る
羽
賀
も
内
股
の
機
を
窺
う
。
ウ
ル
フ

は
大
内
刈
を
仕
掛
け
る
が
こ
れ
は
不
発
。

再
び
大
内
刈
に
出
た
ウ
ル
フ
に
、
羽
賀
は

大
内
返
で
技
有
を
と
っ
た
。
羽
賀
が
念
願

の
選
抜
タ
イ
ト
ル
を
勝
ち
取
っ
た
。

◎
100
㎏
級
優
勝
＝

羽は

賀が

龍り
ゅ

之う
の

介す
け

選
手
（
旭
化
成
）

「
選
抜
に
優
勝
し
た
と
こ
ろ
で
、
世
界
選

手
権
に
は
出
場
は
で
き
な
い
と
の
思
い
も

過よ
ぎ

り
ま
し
た
が
、
一
つ
一
つ
悔
い
の
な
い

よ
う
に
戦
お
う
と
思
っ
た
ら
、
優
勝
と
い

う
結
果
に
繋つ
な

が
り
ま
し
た
。
現
役
も
そ
う

長
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
精
一
杯

や
り
切
っ
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
100
㎏
級　
羽
賀
龍
之
介
が
念
願
の
初
優
勝

羽賀龍之介（上）が大内返で初優勝

長
井
晃
志
（
日
本
体
育
大
）

村
尾
三
四
郎
（
東
海
大
）

前
田
宗
哉
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

向
翔
一
郎
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

田
嶋
剛
希
（
筑
波
大
）

ベ
イ
カ
ー
茉
秋
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

深
山
将
剛
（
東
海
大
）

長
澤
憲
大
（
パ
ー
ク
24
）

向翔一郎

背
負
投

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
横
四
方
固

○
腕
挫
腋
固

西
山
大
希
（
日
本
製
鉄
）

羽
賀
龍
之
介
（
旭
化
成
）

松
雪
直
斗
（
福
岡
県
警
）

飯
田
健
太
郎
（
国
士
舘
大
）

垣
田
恭
兵
（
旭
化
成
）

熊
代
佑
輔
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

伊
藤
好
信
（
東
海
大
）

ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
（
了
德
寺
学
園
職
）

羽賀龍之介

○
反
則
負
け

○
隅
返
＋
背
負
投

○
反
則
負
け

○
内
股

○
内
股

内
股

大
内
返
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リ
オ
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
原
沢
久
喜

（
百
五
銀
行
）
が
登
場
。
１
回
戦
で
七
戸

龍
（
九
州
電
力
）
を
大
内
刈
で
、
準
決
勝

で
は
王
子
谷
剛
志
（
旭
化
成
）
に
よ
る
反

則
負
け
で
勝
ち
上
が
っ
た
。
ベ
ス
ト
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
今

大
会
の
原
沢
か
ら
は
「
必
ず
勝
つ
ぞ
！
」

と
い
う
気
迫
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

決
勝
は
、
日
本
大
学
の
後
輩
で
あ
る
佐

藤
和
哉
（
日
本
製
鉄
）
と
対
戦
。
手
の
内

を
知
る
者
同
士
だ
が
、「
後
輩
に
は
負
け

ら
れ
な
い
」
と
原
沢
は
意
気
込
ん
だ
。
宝

刀
の
内
股
は
佐
藤
に
警
戒
さ
れ
て
防
が
れ

る
も
の
の
、
気
持
ち
は
切
ら
さ
な
い
。
原

沢
は
足
技
、
投
技
と
繰
り
出
す
も
の
の
や

は
り
決
め
手
に
欠
け
て
、
延
長
戦
へ
と
突

入
し
た
。
原
沢
は
息
が
上
が
り
な
が
ら
も

何
度
も
佐
藤
に
攻
勢
を
か
け
て
、
度
重
な

る
内
股
、
小
内
刈
な
ど
投
技
、
足
技
の
連

続
技
で
、
佐
藤
の
３
つ
目
の
指
導
を
呼
び

込
ん
だ
。
原
沢
が
10
分
21
秒
に
お
よ
ん
だ

熱
戦
を
制
し
て
、
３
年
ぶ
り
２
度
目
の
優

勝
に
輝
い
た
。

◎
100
㎏
超
級
優
勝
＝

原は
ら

沢さ
わ

久ひ
さ

喜よ
し

選
手
（
百
五
銀
行
）

「
佐
藤
は
大
学
の
後
輩
な
の
で
意
地
で
も

負
け
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
戦
い
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
指
導
３
で
の
勝
利
と
な
り
ま

し
た
が
、
ど
う
に
か
一
本
を
と
り
た
い
と

い
う
思
い
で
戦
い
続
け
ま
し
た
。
全
日

本
、
世
界
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
100
㎏
超
級　
原
沢
久
喜
、
熱
戦
を
制
す

原沢久喜（右）は気持ちを切らさず、最後まで攻め続けた

太
田
彪
雅
（
東
海
大
）

小
川
雄
勢
（
パ
ー
ク
24
）

佐
藤
和
哉
（
日
本
製
鉄
）

影
浦

　心
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

上
田
轄
麻
（
日
本
製
鉄
）

王
子
谷
剛
志
（
旭
化
成
）

七
戸

　龍
（
九
州
電
力
）

原
沢
久
喜
（
百
五
銀
行
）

原沢久喜 

○

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け○ ○
反
則
負
け

支
釣
込
足

大
内
刈

内
股

大
外
落
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昨
年
の
世
界
選
手
権
２
位
の
渡
名
喜
風

南
（
パ
ー
ク
24
）
は
怪
我
に
よ
り
欠
場
。

リ
オ
五
輪
３
位
の
近
藤
亜
美
（
三
井
住
友

海
上
）
は
１
回
戦
で
敗
退
し
た
。
決
勝
は

　

古
賀
は
開
始
23
秒
で
大
外
刈
を
か
け
て

技
有
を
と
り
、
序
盤
か
ら
攻
め
て
い
く
。

終
始
古
賀
の
ペ
ー
ス
で
試
合
は
進
み
、
２

分
23
秒
に
は
、
相
手
が
組
み
に
来
た
と
こ

ろ
に
大
内
刈
を
決
め
て
一
本
勝
と
な
っ

た
。
地
元
福
岡
で
初
出
場
で
初
優
勝
と
な

っ
た
古
賀
。
高
校
生
の
優
勝
は
48
㎏
級
で

は
田
村
亮
子
（
福
岡
工
大
付
高
出
身
）
以

来
と
な
っ
た
。

◎
女
子
48
㎏
級
優
勝
＝

古こ

賀が

若わ
か

菜な

選
手
（
南
筑
高
）

「
強
い
選
手
が
た
く
さ
ん
い
る
な
か
で
自

分
の
実
力
が
ど
こ
ま
で
通
じ
る
か
確
認
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。（
素
根
）
輝
先
輩

初
出
場
で
17
歳
高
校
生
の
古
賀
若
菜
（
南

筑
高
）と
山
﨑
珠
美（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

の
対
決
。
古
賀
は
南
筑
高
出
身
で
あ
る
素

根
輝
の
１
年
後
輩
に
当
た
る
。

　

世
界
代
表
に
内
定
し
て
い
る
世
界
選
手

権
優
勝
の
阿
部
詩
（
日
本
体
育
大
）
が
不

参
加
の
な
か
、
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
角

田
夏
実
（
了
德
寺
学
園
職
）
と
志
々
目
愛

（
了
德
寺
学
園
職
）。
了
德
寺
学
園
同
士
の

対
決
と
な
っ
た
。
角
田
は
、
巴
投
と
関
節

技
を
駆
使
し
て
ア
ジ
ア
大
会
な
ど
で
優
勝

し
て
い
る
。
両
者
は
、
攻
勢
を
か
け
る
も

の
の
ポ
イ
ン
ト
は
奪
え
な
い
。
角
田
は
残

り
３
秒
で
巴
投
を
放
ち
、
優
勢
勝
ち
と
な

り
、
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

■
52
㎏
級　
角
田
夏
実
が
優
勢
勝
ち
で
連
覇

■
48
㎏
級　
高
校
生
の
古
賀
若
菜
が
初
優
勝

　

女
子
の
部

古賀若菜（左）による大外刈

角田夏実（下）が巴投を仕掛ける

が
決
勝
戦
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
『
頑
張

れ
！
』
と
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て

も
心
強
く
感
じ
て
、
力
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
階
級
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の

は
渡
名
喜
選
手
と
近
藤
選
手
で
す
。
少
し

で
も
２
人
に
近
づ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
」

古
賀
若
菜
（
南
筑
高
）

遠
藤
宏
美
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

小
倉
　
葵
（
環
太
平
洋
大
）

近
藤
亜
美
（
三
井
住
友
海
上
）

山
﨑
珠
美
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

芳
田
　
真
（
コ
マ
ツ
）

坂
上
　
綾
（
三
井
住
友
海
上
）

渡
名
喜
風
南
（
パ
ー
ク
24
）

大
内
刈

不
戦
勝
ち

○

○

○
反
則
負
け

○大
外
刈 大

内
刈

払
腰

古賀若菜

膝
車
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◎
女
子
52
㎏
級
優
勝
＝

角つ
の

田だ

夏な
つ

実み

選
手
（
了
德
寺
学
園
職
）

「
去
年
、
怪
我
を
し
て
寝
技
が
で
き
な
い

時
期
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
試
練

だ
と
思
い
、
立
技
を
強
化
し
ま
し
た
。
グ

ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
パ
リ
で
志
々
目
選
手
に
負

け
た
の
で
、
選
抜
で
負
け
た
ら
終
わ
り
だ

と
思
い
頑
張
り
ま
し
た
。
寝
技
、
立
技
と

掛
け
、
ビ
デ
オ
判
定
の
結
果
、
こ
れ
も
技

有
と
な
っ
た
。
攻
め
続
け
て
合
技
一
本
で

芳
田
が
勝
利
。
３
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

に
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

◎
女
子
57
㎏
級
優
勝
＝

芳よ
し

田だ
つ

司か
さ

選
手
（
コ
マ
ツ
）

「
こ
れ
ま
で
練
習
で
は
上う

手ま

く
い
か
な
い

こ
と
が
多
く
、
苦
し
み
ま
し
た
。
ま
ず
は

世
界
選
手
権
を
制
し
て
、
絶
対
に
東
京
五

輪
で
優
勝
し
ま
す
」

　

怪
我
を
乗
り
越
え
た
田
代
未
来
（
コ
マ

ツ
）
が
登
場
。
昨
年
の
バ
ク
ー
世
界
選
手

権
で
は
２
位
に
甘
ん
じ
、
苦
杯
を
嘗な

め
て

い
る
。

　

決
勝
で
は
、
田
代
が
鍋
倉
那
美
（
三
井

住
友
海
上
）
か
ら
隅
落
で
技
有
を
奪
い
、

４
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
決
め
た
。

◎
女
子
63
㎏
級
優
勝
＝

田た

代し
ろ

未み

来く

選
手
（
コ
マ
ツ
）

「
沢
山
の
方
々
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
、

思
い
き
っ
て
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
バ
ク
ー
で

は
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
か

ら
は
弱
い
自
分
に
は
負
け
た
く
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

世
界
選
手
権
を
頑
張
っ
て
、
東
京
五
輪
を

目
指
し
ま
す
」

　

昨
年
の
世
界
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
芳
田
司
（
コ
マ
ツ
）
が
登
場
。
決

勝
は
玉
置
桃（
三
井
住
友
海
上
）と
対
戦
。

　

終
盤
、
芳
田
は
袖
釣
込
腰
を
繰
り
出

し
、
ビ
デ
オ
判
定
の
結
果
、
技
有
を
奪
っ

た
。
そ
の
ま
ま
逃
げ
る
こ
と
な
く
芳
田
は

攻
勢
を
か
け
、
終
了
直
前
に
大
内
刈
を
仕

も
に
強
化
し
て
い
き
た
い
で
す
」

■
63
㎏
級　
田
代
未
来
、
２
度
目
の
優
勝

■
57
㎏
級　
芳
田
司
が
感
涙
の
勝
利

芳田司（右）が終了直前に大内刈を決めた

田代未来（左）は怪我を乗り越え、優勝を達成

竹
内
　
鈴
（
東
海
大
）

舟
久
保
遥
香
（
三
井
住
友
海
上
）

石
川
　
慈
（
コ
マ
ツ
）

玉
置
　
桃
（
三
井
住
友
海
上
）

岡
田
恵
里
佳
（
立
命
館
宇
治
高
）

富
沢
佳
奈
（
東
海
大
）

柴
田
理
帆
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

芳
田

　司
（
コ
マ
ツ
）

芳田　司

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
袖
釣
込
腰
+
大
内
刈

◯
反
則
負
け

◯
隅
落

◯
縦
四
方
固

山
本
　
杏
（
パ
ー
ク
24
）

土
井
雅
子
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

瀬
戸
口
栞
南
（
山
梨
学
院
大
）

鍋
倉
那
美
（
三
井
住
友
海
上
）

佐
藤
史
織
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

能
智
亜
衣
美
（
了
德
寺
学
園
職
）

幸
田
奈
々
（
帝
京
科
学
大
）

田
代
未
来
（
コ
マ
ツ
）

田代未来

巴
投

隅
落

○
隅
落
+
引
込
返

○
反
則
負
け

○ ○
反
則
負
け

内
股
+
袈
裟
固

○
小
外
掛
+
内
股
返

古
瀬

　舞
（
帝
京
大
）

前
田
千
島
（
三
井
住
友
海
上
）

坪
根
菜
々
子
（
福
岡
大
）

角
田
夏
実
（
了
德
寺
学
園
職
）

大
森
生
純
（
帝
京
大
）

立
川
莉
奈
（
福
岡
県
警
）

武
田
亮
子
（
龍
谷
大
）

志
々
目
愛
（
了
德
寺
学
園
職
）

角田夏実

巴
投

○○
小
外
刈
+
巴
投

腕
挫
十
字
固

裏
投

○
内
股

○
反
則
負
け

○
隅
返
+
袈
裟
固
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世
界
選
手
権
連
覇
の
新
井
千
鶴
（
三
井

住
友
海
上
）
は
世
界
代
表
に
内
定
し
て
い

る
た
め
、
出
場
は
し
て
い
な
い
。

　

決
勝
は
、
昨
年
世
界
選
手
権
３
位
の
大

野
陽
子
（
コ
マ
ツ
）
と
新
添
左
季
（
自
衛

隊
体
育
学
校
）
が
対
戦
し
た
。
Ｇ
Ｓ
で
、

大
野
が
新
添
に
仕
掛
け
た
小
外
刈
が
技
有

と
な
っ
た
。
延
長
戦
を
制
し
て
、
大
野
が

連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
女
子
70
㎏
級
優
勝
＝

大お
お

野の

陽よ
う

子こ

選
手
（
コ
マ
ツ
）

「
１
試
合
、
１
試
合
、
勝
ち
に
こ
だ
わ
り

強
い
気
持
ち
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
決
勝

で
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
繋

げ
て
い
こ
う
と
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
最
後
の
技
有
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
一
年
が
大
き
な
舞
台
と
な
り

ま
す
の
で
、
も
う
一
度
世
界
で
戦
え
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

決
勝
は
、
昨
年
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
ル

の
濵
田
尚
里
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）
と
佐

藤
瑠
香
（
コ
マ
ツ
）
の
対
戦
。
濵
田
は
１

回
戦
、
準
決
勝
と
も
横
四
方
固
で
一
本
勝

を
収
め
て
い
る
。

　

濵
田
の
寝
技
を
警
戒
し
つ
つ
も
足
技
で

圧
力
を
か
け
て
い
く
佐
藤
。
試
合
中
盤

に
、
濵
田
は
帯
を
摑つ
か

み
な
が
ら
、
重
心
が

後
方
に
か
か
っ
て
い
た
佐
藤
に
上う

手ま

く
合

わ
せ
て
大
内
刈
を
仕
掛
け
た
。
こ
れ
が
技

有
と
な
り
、
試
合
を
優
位
に
進
め
る
。
そ

の
後
、
佐
藤
も
激
し
く
攻
め
た
て
、
濵
田

に
指
導
２
が
入
る
も
の
の
、
時
間
一
杯
と

な
り
、
濵
田
が
勝
利
。
濵
田
が
４
年
ぶ
り

２
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
女
子
78
㎏
級
優
勝
＝

濵は
ま

田だ

尚し
ょ

里う
り

選
手
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

「
得
意
の
寝
技
だ
け
で
な
く
立
技
も
一
生

懸
命
に
練
習
し
て
き
た
の
で
、
最
後
に
大

内
刈
が
決
ま
っ
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。
一

つ
一
つ
の
試
合
を
大
事
に
し
て
こ
こ
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
世
界
選
手
権
連
覇
に

向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
78
㎏
級　

濵
田
尚
里
が
４
年
ぶ
り
の
戴
冠

■
70
㎏
級　
大
野
陽
子
が
執
念
で
連
覇
を
達
成

大野陽子（左）が小外刈で技有を奪い、連覇を成し遂げた

濵田尚里（左）が２回目の優勝を飾った

市
川
香
代
子
（
宮
城
県
警
）

田
中
志
歩
（
環
太
平
洋
大
）

西
願
寺
里
保
（
コ
マ
ツ
）

新
添
左
季
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

榎
谷
有
里
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）

朝
飛
七
海
（
桐
蔭
横
浜
大
）

青
柳
麗
美
（
環
太
平
洋
大
）

大
野
陽
子
（
コ
マ
ツ
）

大野陽子

○
払
腰○

内
股

○
大
内
刈

○
足
車

○
上
四
方
固

小
外
刈

○
反
則
負
け

和
田
梨
乃
子
（
三
井
住
友
海
上
）

佐
藤
瑠
香
（
コ
マ
ツ
）

梅
津
志
悠
（
三
井
住
友
海
上
）

梅
木
真
美
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

泉
　
真
生
（
コ
マ
ツ
）

髙
山
莉
加
（
三
井
住
友
海
上
）

鈴
木
伊
織
（
環
太
平
洋
大
）

濵
田
尚
里
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

濵田尚里

○
崩
上
四
方
固

○
内
股

○
横
四
方
固

○
反
則
負
け

○
横
四
方
固

大
内
刈

内
股
返



13

　

決
勝
は
、
18
歳
の
素
根
輝
（
環
太
平
洋

大
）
と
昨
年
世
界
選
手
権
優
勝
の
朝
比
奈

沙
羅
（
パ
ー
ク
24
）
と
の
対
決
。
素
根
は

昨
年
の
選
抜
体
重
別
、
全
日
本
女
子
選
手

権
で
と
も
に
朝
比
奈
を
降
し
て
い
る
。

か
け
た
後
の
朝
比
奈
の
足
元
が
ふ
ら
つ
い

て
い
る
の
を
見
逃
さ
ず
、
素
根
は
足
技
で

攻
勢
を
強
め
た
。
互
い
に
指
導
２
の
イ
ー

ブ
ン
と
な
り
、
心
理
上
の
試
合
主
導
権
は

素
根
へ
と
移
っ
た
。
焦
る
朝
比
奈
が
払
巻

込
に
来
た
と
こ
ろ
を
、
素
根
が
朝
比
奈
の

左
足
を
刈
っ
て
技
有
を
奪
い
、
試
合
を
決

め
た
。
素
根
は
３
年
連
続
３
回
目
の
優

勝
。
10
代
で
の
３
連
覇
は
、
12
連
覇
を
達

成
し
た
阿
武
教
子
以
来
、
24
年
ぶ
り
と
な

っ
た
。

◎
女
子
78
㎏
超
級
優
勝
＝

素そ

根ね

輝あ
き
ら

選
手
（
環
太
平
洋
大
）

「
指
導
を
と
ら
れ
ず
に
相
手
が
指
導
を
受

け
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
試
合
を
進
め
る
の

が
ベ
ス
ト
で
す
が
、
そ
う
簡
単
に
は
い
き

ま
せ
ん
の
で
、
と
に
か
く
攻
め
ま
く
っ
て

投
げ
て
勝
つ
ぞ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
長

い
試
合
は
苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
は

狙
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

朝
比
奈
選
手
が
不
用
意
に
掛
け
て
き
た
の

で
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
体
が
勝
手
に
動

き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
投
げ
て
勝
て
た
の

は
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
、
勝
っ
た

こ
と
が
直
接
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
皇
后
盃
で
も
気
を
抜
か
ず
に

優
勝
を
狙
お
う
と
思
い
ま
す
」

　

試
合
は
、
朝
比
奈
が
ケ
ン
カ
四
つ
で
素

根
の
釣
手
を
封
じ
て
主
導
権
を
握
る
も
の

の
、
互
い
に
決
め
手
に
欠
け
て
素
根
に
指

導
２
、
朝
比
奈
に
指
導
１
が
入
り
、
Ｇ
Ｓ

へ
と
移
っ
た
。
Ｇ
Ｓ
３
分
過
ぎ
に
、
技
を

■
78
㎏
超
級　

素
根
輝
が
10
代
で
３
連
覇

素根輝（手前）が延長の末に朝比奈沙羅を降した

井
上
あ
か
り
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

稲
森
奈
見
（
三
井
住
友
海
上
）

児
玉
ひ
か
る
（
東
海
大
）

素
根

　輝
（
環
太
平
洋
大
）

粂
田
晴
乃
（
筑
波
大
）

秋
場
麻
優
（
環
太
平
洋
大
）

山
部
佳
苗
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

朝
比
奈
沙
羅
（
パ
ー
ク
24
）

素根　輝

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

小
外
刈 足

車
払
腰
返

払
腰
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ニュース

　

大
会
終
了
後
の
強
化
委
員
会
に
て
、
世

界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会
の
男
女
代
表
選

手
14
名
が
選
出
さ
れ
、
そ
の
発
表
記
者
会

見
が
行
わ
れ
た
。
女
子
52
㎏
級
の
阿
部
詩

【男子】
　100㎏超級＝未　定（４月 29 日に決定）
　100㎏級　＝ウルフアロン（了德寺学園職）
　90㎏級　＝向翔一郎（ALSOK）
　81㎏級　＝藤原崇太郎（日本体育大）
　73㎏級　＝大野将平（旭化成）
　66㎏級　＝丸山城志郎（ミキハウス）・阿部一二三（日本体育大）
　60㎏級　＝髙藤直寿（パーク 24）・永山竜樹（了德寺学園職）
　団体 90㎏級＝村尾三四郎（東海大）
　団体 73㎏級＝橋本壮市（パーク 24）
【女子】
　78㎏超級＝未　定（４月 21 日に決定）
　78㎏級　＝濵田尚里（自衛隊体育学校）
　70㎏級　＝新井千鶴（三井住友海上）
　63㎏級　＝田代未来（コマツ）
　57㎏級　＝芳田　司（コマツ）
　52㎏級　＝阿部　詩（日本体育大）
　48㎏級　＝渡名喜風南（パーク 24）

（
日
本
体
育
大
）
と
、
女
子
70
㎏
級
の
新

井
千
鶴
（
三
井
住
友
海
上
）
は
、
す
で
に

代
表
に
決
定
し
て
い
た
。

　

代
表
選
手
は
以
下
の
通
り
。

■
２
０
１
９
世
界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会

　

日
本
代
表
選
手
16
名
が
決
定
！

2019 世界柔道選手権東京大会　日本代表選手

【大会結果】
◆男子 優勝 ２位 ３位

100kg超級 原沢久喜（百五銀行） 佐藤和哉（日本製鉄） 太田彪雅（東海大） 王子谷剛志（旭化成）

100kg級 羽賀龍之介（旭化成） ウルフ アロン（了德寺学園職）垣田恭兵（旭化成） 飯田健太郎（国士舘大）

90kg級 向翔一郎（ALSOK） ベイカー茉秋（日本中央競馬会）長澤憲大（パーク24） 村尾三四郎（東海大）

81kg級 永瀬貴規（旭化成） 佐々木健志（ALSOK）佐藤正大（自衛隊体育学校） 藤原崇太郎（日本体育大）

73kg級 大野将平（旭化成） 海老沼匡（パーク24）橋本壮市（パーク24） 立川　新（東海大）

66kg級 丸山城志郎（ミキハウス） 阿部一二三（日本体育大） 藤阪泰恒（パーク24） 西山祐貴（警視庁）

60kg級 永山竜樹（了德寺学園職） 志々目徹（了德寺学園職） 大島優磨（旭化成） 市川龍之介（東海大）

◆女子
78kg超級 素根　輝（環太平洋大） 朝比奈沙羅（パーク24） 稲森奈見（三井住友海上）秋場麻優（環太平洋大）

78kg級 濵田尚里（自衛隊体育学校） 佐藤瑠香（コマツ） 梅木真美（ALSOK） 泉　真生（コマツ）

70kg級 朝飛七海（桐蔭横浜大）新添左季（自衛隊体育学校）大野陽子（コマツ） 田中志歩（環太平洋大）

63kg級 田代未来（コマツ） 佐藤史織（ミキハウス）鍋倉那美（三井住友海上） 山本　杏（パーク24）

57kg級 芳田　司（コマツ） 玉置　桃（三井住友海上） 富沢佳奈（東海大） 舟久保遥香（三井住友海上）

52kg級 角田夏実（了德寺学園職） 志々目愛（了德寺学園職） 前田千島（三井住友海上） 立川莉奈（福岡県警）

48kg級 古賀若菜（南筑高校） 山﨑珠美（自衛隊体育学校） 坂上　綾（三井住友海上） 小倉　葵（環太平洋大）

（３年ぶり２回目）

（初優勝）

（２年ぶり２回目）

（２年ぶり５回目）

（３年ぶり３回目）

（２年連続２回目）

（２年ぶり２回目）

（３年連続３回目）

（４年ぶり２回目）

（２年連続２回目）

（４年ぶり２回目）

（３年ぶり２回目）

（２年連続２回目）

（初優勝）
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な
お
、
個
人
の
代
表
選
手
は
各
階
級
２

名
を
上
限
に
、
男
女
と
も
９
名
の
選
出
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
男
子
66
㎏
級
で
は

阿
部
一
二
三
と
と
も
に
丸
山
城
志
郎
が
、

男
子
60
㎏
級
で
は
、
髙
藤
直
寿
と
と
も
に

永
山
竜
樹
が
選
手
さ
れ
た
。
ま
た
、
混
合

団
体
メ
ン
バ
ー
に
は
男
子
90
㎏
級
の
村
尾

三
四
郎
、
男
子
73
㎏
級
の
橋
本
壮
市
が
選

ば
れ
た
。

　

こ
の
選
出
に
関
し
て
、
井
上
康
生
全
日

本
柔
道
連
盟
男
子
監
督
は
「
２
０
２
０
年

の
代
表
候
補
を
見
据
え
て
、
村
尾
な
ど
若

手
の
選
手
に
も
団
体
の
選
手
と
し
て
プ
レ

大
会
と
な
る
世
界
選
手
権
を
体
験
し
、
励

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
今
回
、
男
子
81
㎏
級
で
は
永
瀬

貴
規
（
旭
化
成
）、
男
子
100
㎏
級
で
は
羽

賀
龍
之
介
（
旭
化
成
）
の
２
人
の
リ
オ
五

輪
メ
ダ
リ
ス
ト
が
優
勝
し
た
が
、
代
表
に

は
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
。井
上
監
督
は「
彼

ら
の
東
京
五
輪
出
場
は
厳
し
い
道
の
り
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
で
も
可
能

性
が
あ
る
限
り
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い

し
、
彼
ら
が
選
手
を
脅
か
す
の
は
代
表
候

補
に
と
っ
て
非
常
に
い
い
刺
激
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
解
説
し
た
。

　

総
括
と
し
て
、
金
野
潤
全
日
本
柔
道
連

盟
強
化
委
員
会
委
員
長
は
、「
世
界
選
手

権
に
向
け
た
代
表
選
手
が
決
定
し
ま
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
戦
う
上
で
も
世
界

選
手
権
を
同
じ
会
場
で
あ
る
日
本
武
道
館

で
実
施
す
る
こ
と
は
選
手
に
と
っ
て
大
き

な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ど
ん
な
苦
し
い
状
況
で
も
全
階
級
で

金
メ
ダ
ル
を
取
れ
る
よ
う
に
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

※
男
子
100
㎏
超
級
、
女
子
78
㎏
超
級
と
、
女
子

の
残
り
２
枠
、
ま
た
団
体
代
表
の
詳
細
は
本

誌
６
月
号
で
お
届
け
し
ま
す
。

男女代表選手発表記者会見。
左から井上康生男子監督、金野潤強化委員長、増地克之女子監督

井上康生
全日本柔道連盟男子監督

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

相
撲
は
塔
尾
武
夫
、
住
吉
和
則
、
下
村
勝
彦
、

安
井
和
男
の
４
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

・
日本武道館

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

向
井
幹
博
（
む
か
い

　み
き
ひ
ろ
）
著

公
益
財
団
法
人
講
道
館
道
場
指
導
部
課
長

〈
目
次
〉

第
１
部
　
解
説
編

　
第
一
章
　
少
年
柔
道
は
柔
道
指
導
の
原
点

　
第
二
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
三
章
　
技
の
指
導

　
第
四
章
　
教
育
の
中
の
柔
道

　
第
五
章
　
指
導
の
工
夫

　
第
六
章
　
少
年
規
定
の
変
遷
と
問
題
点

　
第
七
章
　
柔
道
の
安
全
指
導

　
第
八
章
　
東
日
本
大
震
災
へ
の
講
道
館
の
対
応

　
第
九
章
　
少
年
柔
道
の
未
来
の
た
め
に

第
２
部
　
実
技
編

　
第
一
章
　
礼
法
の
指
導

　
第
二
章
　
受
け
身
の
指
導

　
第
三
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
四
章
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
指
導

　
第
五
章
　
柔
道
の
練
習
法

　
第
六
章
　
投
技
の
指
導

　
第
七
章
　
固
技
の
指
導

　
少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

好評発売中！
Ａ
５
判
・
並
製
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
・
４
１
４
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

向
井

　幹
博
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ニュース

　

第
41
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
が
３
月
20
日
（
個
人
戦
）・
21
日
（
団

体
戦
）、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

男
子
団
体
戦
決
勝
で
は
、
国
士
舘
（
東

京
）
が
大
牟
田
（
福
岡
）
を
１
人
残
し
で

破
り
２
連
覇
を
達
成
し
た
。
女
子
団
体
戦

決
勝
で
は
、
富
士
学
苑
（
山
梨
）
が
埼
玉

栄
（
埼
玉
）
を
２
―
０
で
降
し
、
念
願
の

初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

男
子
個
人
戦
81
㎏
級
で
は
、
竹
市
大
祐

（
福
岡
・
大
牟
田
）
が
２
連
覇
を
達
成
。

女
子
個
人
戦
57
㎏
級
で
は
中
水
流
り
り

（
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
）
が
初
優

勝
を
飾
っ
た
。

　

試
合
は
、
男
子
が
体
重
無
差
別
の
５
名

編
成
に
よ
る
勝
ち
抜
き
試
合
、
女
子
が
３

名
の
体
重
別
（
先
鋒
＝
52
㎏
以
下
、
中
堅

＝
63
㎏
以
下
、
大
将
＝
無
差
別
）
に
よ
る

点
取
り
試
合
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行

わ
れ
た
。

　

判
定
基
準
は「
技
有
」ま
た
は「
僅
差（
指

導
差
２
）」
以
上
で
勝
負
を
決
し
た
。
試
合

時
間
は
男
女
と
も
３
分
で
、
決
勝
戦
の
み

４
分
で
行
わ
れ
た
。

第 41回全国高等学校柔道選手権大会
◆
団
体
戦
（
21
日
）

男子団体戦決勝＝国士舘・斉藤立（上）が内股を決める

男子
団体戦 国士舘が連覇達成
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◎
優
勝
＝
国
士
舘
・
岩
渕
公
一
監
督

「
大
将
の
斉
藤
が
怪
我
を
し
て
い
た
の

で
、
そ
の
他
の
選
手
は
（
斉
藤
に
）
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
で
３

冠
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、金
鷲
旗
、本
大
会
）

を
獲
る
こ
と
が
斉
藤
自
身
の
夢
で
あ
り
、

怪
我
を
し
た
く
ら
い
で
出
場
し
な
い
の
は

皆
に
悪
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
互
い
を
思
う
気
持

ち
が
試
合
を
積
極
的
に
進
め
、
優
勝
と
い

う
結
果
に
繋つ
な

が
り
ま
し
た
。
た
だ
、
怪
我

を
負
っ
て
た
の
で
、
決
勝
で
も
斉
藤
を
温

存
し
て
お
き
た
か
っ
た
で
す
」

◎
優
勝
＝
国
士
舘
・
斉
藤
立
選
手

「
全
日
本
選
手
権
後
の
東
京
予
選
か
ら
練

習
が
出
来
ず
、
不
安
で
し
た
が
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
た
の
で
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
大
会
直
前
ま
で
、
出
場

す
る
か
ど
う
か
を
監
督
と
話
し
合
い
ま
し

た
。
チ
ー
ム
全
員
で
勝
ち
、
団
体
３
冠
を

獲
る
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
、

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
最
高
の

状
態
で
試
合
を
繋
げ
て
く
れ
た
の
で
、
チ

ー
ム
の
皆
に
は
頭
が
上
が
ら
な
い
く
ら
い

感
謝
し
て
い
ま
す
」

○
男
子

　

試
合
は
52
チ
ー
ム
が
出
場
。
男
子
決
勝

は
、２
連
覇
を
狙
う
国
士
舘
（
東
京
）
と
、

前
日
の
個
人
戦
で
２
階
級
の
優
勝
者
を
輩

出
し
て
い
る
大
牟
田
（
福
岡
）
の
対
戦
と

な
っ
た
。

　
岡
田　

陸　
　

引　

分　
　

竹
市
大
祐

長
谷
川
碧　
　

技　

有
　

服
部
大
喜

道
下
新
大　

○
反
則
負
け　
　

服
部
大
喜

道
下
新
大　
　

引　

分　
　

久
保
田
皓
晴

藤
永
龍
太
郎　

引　

分　
　

森　

健
心

斉
藤　

立　

○
内　

股　
　

石
本
慎
太
郎

　

先
鋒
戦
は
国
士
舘
・
岡
田
陸
と
前
日
の

が
見
え
る
服
部
は
思
う
よ
う
に
前
に
出
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
道
下
が
服
部
を
攻
め

立
て
る
。
３
分
10
秒
、
服
部
が
指
導
３
の

宣
告
を
受
け
、
終
了
。
国
士
舘
が
追
い
つ

く
。

　

国
士
舘
・
道
下
と
大
牟
田
・
久
保
田
皓

晴
の
中
堅
同
士
の
一
戦
。
両
者
互
角
の
試

合
展
開
。
互
い
に
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
ら
れ

ず
終
了
。

　

続
い
て
、
国
士
舘
・
藤
永
龍
太
郎
と
大

牟
田
・
森
健
心
の
対
戦
。
怪け

我が

で
本
調
子

で
は
な
い
大
将
・
斉
藤
に
負
担
を
か
け
ま

い
と
、
藤
永
は
積
極
的
に
前
に
出
る
。
対

す
る
森
も
藤
永
に
食
ら
い
つ
い
て
い
く
。

一
進
一
退
の
攻
防
は
互
い
に
決
め
手
を
欠

き
、
結
果
は
引
分
。
勝
負
の
行
方
は
大
将

同
士
の
対
戦
へ
。

　

優
勝
が
か
か
る
一
戦
。
84
年
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
五
輪
と
88
年
ソ
ウ
ル
五
輪
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
故
・
斉
藤
仁
氏
の
息
子
で
、
昨
年

本
大
会
で
国
士
舘
を
優
勝
へ
導
い
た
斉さ
い

藤と
う

立た
つ
るが
大
将
と
し
て
登
場
。
対
す
る
大
牟
田

は
１
年
の
石
本
慎
太
郎
。
今
年
は
左
腕
に

怪
我
を
負
っ
て
の
出
場
と
な
っ
た
斉
藤
だ

が
、
序
盤
か
ら
内
股
で
石
本
に
圧
力
を
か

け
る
。
開
始
２
分
25
秒
、
斉
藤
が
石
本
に

豪
快
な
内
股
を
決
め
、
一
本
勝
。
昨
年
同

様
、
国
士
舘
が
優
勝
に
輝
い
た
。

個
人
戦
81
㎏
級
で
２
連
覇
を
達
成
し
た
竹

市
大
祐
の
対
戦
。
岡
田
が
先
に
技
を
仕
掛

け
る
も
、
竹
市
が
素
早
く
反
応
し
叩は
た

き
返

す
。
試
合
は
両
者
ポ
イ
ン
ト
の
な
い
ま
ま

引
分
に
終
わ
る
。

　

次
鋒
、
大
牟
田
・
服
部
大
喜
と
国
士
舘
・

長
谷
川
碧
が
対
決
。
序
盤
は
長
谷
川
が
主

導
権
を
握
り
有
利
に
試
合
を
進
め
る
。
し

か
し
、
試
合
開
始
か
ら
１
分
、
服
部
が
長

谷
川
の
内
股
を
返
し
、
技
有
を
奪
う
。
そ

の
後
、
長
谷
川
も
反
撃
に
出
る
が
ポ
イ
ン

ト
を
奪
え
ず
、
終
了
。
大
牟
田
が
一
歩
リ

ー
ド
す
る
展
開
に
。

　

国
士
舘
・
道
下
新
大
と
大
牟
田
・
服
部

の
試
合
。
何
と
し
て
も
追
い
つ
き
た
い
道

下
は
積
極
的
に
攻
め
る
。
２
戦
目
で
疲
労

男子団体決勝（国士舘・道下と大牟田・服部の
試合）＝道下（左）が服部を攻める

男子団体決勝＝
国士舘・藤永（左）と大牟田・森の試合

 

国
士
舘
（
東
京
）   

１
人
残
し   
大
牟
田
（
福
岡
）
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別
で
準
優
勝
の
富
士
学
苑
・
黒
田
亜
紀
と

埼
玉
栄
・
佐さ

藤と
う

星せ

麗れ

七な

の
顔
合
わ
せ
。
黒

田
が
、
追
い
つ
き
た
い
佐
藤
の
動
き
を
読

み
切
り
、
冷
静
に
対
応
す
る
。
試
合
開
始

か
ら
３
分
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
佐
藤

が
強
引
に
内
股
を
仕
掛
け
る
。
こ
れ
に
対

し
て
黒
田
が
佐
藤
の
内
股
を
返
し
て
技
有

を
奪
う
。
佐
藤
の
反
撃
も
及
ば
ず
、
試
合

終
了
。
富
士
学
苑
が
念
願
の
初
優
勝
を
飾

っ
た
。

◎
優
勝
＝
富
士
学
苑
・
矢や

嵜ざ
き

雄ゆ
う

大た

監
督

「
昨
日
の
個
人
戦
で
３
人
と
も
決
勝
で
２

位
と
い
う
悔
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
最
後
ま
で
気
を

抜
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
訓
が
今
日

の
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
も
十
分
優
勝
で
き
る
可
能
性
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
準
々
決
勝
戦
で
負
け
て

し
ま
い
、今
回
は
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
優
勝
は

選
手
や
保
護
者
な
ど
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
達
成
し
た
の
で
、感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

男
女
と
も
体
重
別
４
階
級
と
無
差
別
の

５
部
門
で
、
い
ず
れ
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

○
女
子

　

試
合
は
48
チ
ー
ム
が
出
場
。決
勝
戦
は
、

初
優
勝
を
狙
う
富
士
学
苑
（
山
梨
）
と
昨

年
の
優
勝
校
・
夙
川
学
院
（
兵
庫
）
を
準

決
勝
で
破
っ
た
埼
玉
栄
（
埼
玉
）
の
対
決
。

　

先
鋒
は
、
前
日
の
個
人
戦
52
㎏
級
で
準

優
勝
し
た
富
士
学
苑
・
藤
城
心
と
埼
玉

栄
・
山
口
さ
き
の
対
戦
。
序
盤
か
ら
、
藤

城
が
果
敢
な
攻
め
を
見
せ
、
山
口
に
指
導

が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
組
も
う
と
し

な
い
姿
勢
が
見
ら
れ
、
山
口
に
指
導
２
が

宣
告
さ
れ
る
。
そ
の
ま
ま
終
了
と
な
り
、

藤
城
が
貴
重
な
先
勝
を
あ
げ
る
。

　

続
く
次
鋒
戦
は
富
士
学
苑
・
瀬せ

戸と

亜あ

香か

音ね

と
埼
玉
栄
・
渋し
ぶ

谷や

萌も

も々

音ね

が
対
戦
。
優

勝
に
大
手
を
か
け
た
富
士
学
苑
・
瀬
戸
が

先
に
仕
掛
け
る
。
対
す
る
渋
谷
も
負
け
じ

と
技
を
繰
り
出
す
。
激
し
い
技
の
応
酬
が

展
開
さ
れ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
あ
げ
ら
れ

ず
。制
限
時
間
を
迎
え
、引
分
に
終
わ
る
。

優
勝
の
行
方
は
大
将
戦
に
委
ね
ら
れ
た
。

　

運
命
の
大
将
戦
、
前
日
の
個
人
戦
無
差

藤
城　

心　

僅　

差　
　

山
口
さ
き

瀬
戸
亜
香
音　

引　

分　
　

渋
谷
萌
々
音

黒
田
亜
紀　

技　

有　
　

佐
藤
星
麗
七

♦︎
個
人
戦
（
20
日
）

女子団体決勝・大将戦＝黒田亜紀（富士学苑・手前）が内股返しで技有を奪う

富
士
学
苑
（
山
梨
）　

２
―
０　
埼
玉
栄
（
埼
玉
）
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式
で
争
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
３
分
間

で
、
時
間
内
に
勝
負
が
決
し
な
い
場
合

は
、
時
間
無
制
限
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア

（
以
下
Ｇ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
競
わ
れ
た
。

○
男
子

▽
60
㎏
級

　

決
勝
は
昨
年
３
位
の
福ふ
く

田だ

大た
い

晟せ
い

（
滋

賀
・
比
叡
山
）
と
濵は
ま

田だ

大だ
い

樹き

（
千
葉
・
木

更
津
総
合
）
の
対
戦
。
試
合
は
両
者
指
導

１
で
本
戦
が
終
了
。
Ｇ
Ｓ
に
入
り
、
両
者

寝
技
を
中
心
に
勝
負
が
展
開
さ
れ
る
。
Ｇ

Ｓ
２
分
20
秒
、
濵
田
が
内
股
を
仕
掛
け
た

と
こ
ろ
を
、
福
田
が
返
す
も
ポ
イ
ン
ト
に

は
な
ら
な
い
。
直
後
に
主
審
が
映
像
の
検

証
を
行
い
、
濵
田
の
肩
が
つ
い
た
と
判
断

さ
れ
、
福
田
が
技
有
を
奪
っ
て
優
勝
を
決

め
た
。

▽
66
㎏
級

　

決
勝
に
残
っ
た
の
は
、
昨
年
３
位
の
唯た
だ

野の

己こ

哲て
つ

（
千
葉
・
木
更
津
総
合
）
と
岸き
し

武た
け

蔵ぞ
う

（
兵
庫
・
報
徳
学
園
）。
試
合
は
両
者

に
有
効
な
技
は
な
く
、
Ｇ
Ｓ
へ
突
入
。
決

着
は
Ｇ
Ｓ
開
始
か
ら
７
分
、
唯
野
が
一
瞬

の
隙
を
つ
き
、
巴
投
を
仕
掛
け
、
技
有
を

奪
う
。
唯
野
が
11
分
に
お
よ
ぶ
試
合
を
制

し
た
。

▽
73
㎏
級

　

田た

中な
か

裕ゆ
う

大だ
い

（
福
岡
・
大
牟
田
）
と
石い
し

原は
ら

樹た
つ
き（
群
馬
・
前
橋
商
業
）
の
決
勝
戦
。
試

合
中
盤
で
田
中
が
寝
技
に
入
ろ
う
と
し
た

石
原
を
上
手
く
返
し
て
抑
え
込
む
。
抑
え

込
み
は
12
秒
で
解
け
る
も
田
中
が
技
有
を

獲
得
す
る
。
試
合
は
田
中
が
リ
ー
ド
し
た

状
態
で
終
了
。
田
中
が
優
勝
を
飾
っ
た
。

▽
81
㎏
級

　

決
勝
は
、
２
連
覇
が
か
か
る
竹た
け

市い
ち

大だ
い

祐す
け

（
福
岡
・
大
牟
田
）
と
小こ

畑ば
た

大だ
い

樹き

（
佐
賀
・

佐
賀
商
業
）
の
対
決
。
竹
市
は
投
技
を
中

心
に
仕
掛
け
、
小
畑
に
圧
力
を
か
け
る
。

そ
し
て
試
合
開
始
か
ら
１
分
、
竹
市
が
袖

釣
込
腰
か
ら
の
背
負
投
で
、
技
有
を
奪

う
。
小
畑
も
内
股
で
攻
め
る
が
、
引
手
の

位
置
が
悪
く
、
上う

手ま

く
技
を
決
め
き
れ
な

い
。
対
す
る
竹
市
は
小
畑
の
技
を
躱か
わ

し
、

ポ
イ
ン
ト
を
与
え
な
い
。
相
手
の
動
き
を

読
ん
だ
竹
市
が
リ
ー
ド
し
た
ま
ま
終
了
。

連
覇
達
成
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
竹
市
大
祐
選
手（
福
岡・大
牟
田
）

「
周
囲
か
ら
２
連
覇
の
期
待
も
あ
っ
た
の

で
、
優
勝
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
優
勝
か
ら
、
自
分
の
技
を
よ
り
研

究
し
、
投
技
の
強
化
を
し
て
き
ま
し
た
」

▽
無
差
別
級

　

決
勝
戦
は
、
オ
ー
ル
一
本
勝
で
決
勝
ま

で
勝
ち
上
が
っ
た
高た
か

橋は
し

翼つ
ば
さ（
岡
山
・
作
陽
）

と
グ
リ
ー
ン
・
カ
ラ
ニ
海か
い

斗と

（
東
京
・
日

体
大
荏
原
）
の
顔
合
わ
せ
。
グ
リ
ー
ン
が

試
合
開
始
か
ら
１
分
30
秒
、
内
股
返
で
技

有
を
奪
う
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
、
高
橋

が
大
内
刈
で
技
有
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
縦

四
方
固
で
グ
リ
ー
ン
の
動
き
を
封
じ
、
合

技
一
本
。
逆
転
優
勝
と
な
っ
た
。

　　　　　　男子個人 66㎏級決勝＝
　　　　　　唯野（右）が巴投で優勝を決めた

男子個人 81㎏級決勝＝竹市（手前）
背負投で技有を奪い連覇達成

　　　　　　男子個人 60㎏級決勝＝
　　　　　　福田（手前）が内股返しで技有
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○
女
子

▽
48
㎏
級

　

吉よ
し

岡お
か

光ひ
か
り（

千
葉
・
八
千
代
）
と
中ち
ゅ

馬う
ま

梨ん
り

歩ほ

（
鹿
児
島
・
霧
島
市
立
国
分
中
央
）
の

決
勝
。
中
馬
が
優
勢
に
試
合
を
進
め
る
も

有
効
技
は
な
く
、
Ｇ
Ｓ
に
突
入
。
Ｇ
Ｓ
開

始
か
ら
１
分
10
秒
、
吉
岡
が
小
外
刈
を
仕

掛
け
る
も
、
中
馬
は
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て

凌
ぐ
。
し
か
し
、
吉
岡
は
、
伏
せ
た
中
馬

に
送
襟
絞
を
仕
掛
け
る
。
中
馬
が
こ
の
技

で
落
ち
、
試
合
終
了
。
吉
岡
が
初
優
勝
を

決
め
た
。

▽
52
㎏
級

　

決
勝
は
白し
ら

石い
し

響ひ
び
き（

熊
本
・
熊
本
西
）
と

昨
年
３
位
の
藤ふ
じ

城し
ろ

心こ
こ
ろ（
山
梨
・
富
士
学
苑
）

の
顔
合
せ
。
本
戦
は
両
者
技
の
決
め
手
に

欠
き
、
Ｇ
Ｓ
へ
。
Ｇ
Ｓ
か
ら
積
極
的
に
前

に
出
始
め
た
白
石
が
藤
城
を
背
に
担か
つ

ぎ
、

押
し
込
ん
で
背
負
投
を
決
め
、
技
有
。
白

石
が
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▽
57
㎏
級

　

決
勝
戦
は
開
会
式
で
選
手
宣
誓
を
務
め

た
中な
か

水ず

流る

り
り
（
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園

渋
谷
）
と
谷た
に

朱あ
か

音ね

（
山
梨
・
富
士
学
苑
）

の
組
合
せ
。
両
者
、
序
盤
か
ら
長
い
手
足

を
活い

か
し
た
足
技
の
掛
け
合
い
が
続
く
。

中
水
流
が
得
意
の
大
内
刈
で
攻
め
、
谷
は

受
け
に
回
る
。
谷
は
寝
技
で
反
撃
す
る

も
、
中
水
流
は
そ
れ
を
上
手
く
切
り
抜
け

る
。
Ｇ
Ｓ
に
入
っ
た
直
後
、
谷
が
内
股
を

仕
掛
け
て
き
た
と
こ
ろ
、
大
内
返
し
で
切

り
返
し
、
技
有
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
中
水
流
り
り

　
　
　
　
（
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
）

「
優
勝
で
き
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
周

り
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
練
習
で
は
、
人
一
倍
努
力
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
将
来
は
全

国
で
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う
な
選
手
に
な

り
た
い
で
す
」

▽
63
㎏
級

　

畑は
た

田だ

暁あ
き

菜な

（
兵
庫
・
夙
川
学
院
）
と
小こ

齊ざ
い

穂ほ

菜な

美み

（
山
梨
・
富
士
学
苑
）
の
１
年

生
同
士
の
決
勝
戦
。
序
盤
、
お
互
い
組
み

合
お
う
と
せ
ず
、
両
者
に
指
導
１
が
与
え

ら
れ
る
。
試
合
開
始
１
分
30
秒
、
畑
田

が
〝
亀
〞
に
な
っ
た
小
畑
を
ひ
っ
く
り
返

し
、
そ
の
ま
ま
上
四
方
固
で
抑
え
込
み
、

一
本
。
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▽
無
差
別
級

　

決
勝
は
朝あ
さ

飛ひ

真ま

実み

（
神
奈
川
・
桐
蔭
学

園
）
と
桑く
わ

形が
た

萌も

花か

（
兵
庫
・
夙
川
学
院
）

の
対
戦
。
朝
飛
は
試
合
序
盤
か
ら
、
得
意

の
内
股
で
桑
形
を
攻
め
立
て
る
。
試
合
開

始
２
分
45
秒
、
桑
形
が
内
股
を
仕
掛
け
る

も
朝
飛
が
小
外
刈
で
返
し
技
有
を
奪
う
。

試
合
は
朝
飛
が
逃
げ
切
り
、
去
年
３
位
の

雪
辱
を
果
た
す
。

女子個人 57㎏級決勝＝中水流（右）が大内返で技有

女子個人 63㎏級決勝＝畑田（上）が上四方固で一本勝

心技体 人を育てる総合誌
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【
大
会
結
果
】

◯
男
子
団
体
＝
①
国
士
舘（
東
京
）②
大
牟
田（
福
岡
）③
作
陽（
岡
山
）、日
体
大
荏
原（
東
京
）

◯
女
子
団
体
＝
①
富
士
学
苑（
山
梨
）②
埼
玉
栄（
埼
玉
）③
敬
愛（
福
岡
）、夙
川
学
院（
兵
庫
）

◯
男
子
個
人

▽
60
㎏
級
＝ 

①
福
田
大
晟
（
滋
賀
・
比
叡
山
）
②
濵
田
大
樹
（
千
葉
・
木
更
津
総
合
）
③
田

中
祥
（
長
崎
・
長
崎
南
山
）、
福
田
虎
輝
（
大
阪
・
東
海
大
仰
星
）

▽
66
㎏
級
＝ 

①
唯
野
己
哲
（
千
葉
・
木
更
津
総
合
）
②
岸
武
蔵
（
兵
庫
・
報
徳
学
園
）
③
光

岡
岳
人
（
福
岡
・
大
牟
田
）、
池
﨑
晴
登
（
長
崎
・
長
崎
日
大
）

▽
73
㎏
級
＝ 

①
田
中
裕
大
（
福
岡
・
大
牟
田
）
②
石
原
樹
（
群
馬
・
前
橋
商
業
）
③
島
本
真

司
郎
（
東
京
・
日
体
大
荏
原
）、
旭
征
哉
（
茨
城
・
つ
く
ば
秀
英
）

▽
81
㎏
級
＝ 

①
竹
市
大
祐
（
福
岡
・
大
牟
田
）
②
小
畑
大
樹
（
佐
賀
県
・
佐
賀
商
業
）
③
西

垣
拓
磨
（
長
崎
・
長
崎
南
山
）、
宮
本
和
志
（
熊
本
・
九
州
学
院
）

▽
無
差
別
級
＝ 

①
高
橋
翼
（
岡
山
・
作
陽
）
②
グ
リ
ー
ン
・
カ
ラ
ニ
海
斗
（
東
京
・
日
体
大
荏
原
）

③
金
澤
聡
瑠
（
千
葉
・
木
更
津
総
合
）、
長
谷
川
功
斉
（
兵
庫
・
育
英
）

◯
女
子
個
人

▽
48
㎏
級
＝ 

①
吉
岡
光
（
千
葉
・
八
千
代
）
②
中
馬
梨
歩
（
鹿
児
島
・
霧
島
市
立
国
分
中
央
）

　
　
　
　
　

③
吉
本
萌
乃
（
佐
賀
・
佐
賀
工
業
）、
西
村
瑞
穂
（
京
都
・
立
命
館
宇
治
）

▽
52
㎏
級
＝ 

①
白
石
響
（
熊
本
・
熊
本
西
）
②
藤
城
心
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）
③
川
田
歩
実

（
東
京
・
修
徳
）、
前
川
夏
海
（
福
井
・
福
井
工
大
福
井
）

▽
57
㎏
級
＝ 

①
中
水
流
り
り
（
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
）
②
谷
朱
音
（
山
梨
・
富
士
学

苑
）
③
西
川
み
は
る
（
広
島
・
広
島
皆
実
）、
込
山
未
菜
（
神
奈
川
・
相
洋
）

▽
63
㎏
級
＝ 
①
畑
田
暁
菜
（
兵
庫
・
夙
川
学
院
）
②
小
齊
穂
奈
美
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）

　
　
　
　
　

③
山
口
葵
良
梨
（
福
岡
・
大
牟
田
）、
鈴
野
杏
優
（
神
奈
川
・
横
須
賀
学
院
）

▽
無
差
別
級
＝ 

①
朝
飛
真
実
（
神
奈
川
・
桐
蔭
学
園
）
②
桑
形
萌
花
（
兵
庫
・
夙
川
学
院
）

　
　
　
　
　

③
米
川
明
穂
（
静
岡
・
藤
枝
順
心
）、
黒
田
亜
紀
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）

団体戦女子優勝＝富士学苑（山梨） 団体戦男子優勝＝国士舘（東京）

個人戦女子優勝者（左から＝ 48㎏級・吉岡、52㎏級・白石、
57㎏級・中水流、63㎏級・畑田、無差別級・朝飛）

個人戦男子優勝者（左から＝ 60㎏級・福田、66㎏級・唯野、
73㎏級・田中、81㎏級・竹市、無差別級・高橋）
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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ニュース

　

第
60
回
記
念
全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬
成

大
会
（
主
催
＝
一
般
財
団
法
人
水
戸
東
武

館
、
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
ほ
か
）
は
、
３

月
31
日
、
茨
城
県
水
戸
市
の
水
戸
市
青
柳

公
園
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
水
戸
東
武
館
小こ
ざ

澤わ
た

武け
し

第
四
代

館
長
が
日
本
の
将
来
を
担
う
少
年
・
少
女

を
育
成
す
べ
く
、
全
国
に
呼
び
か
け
を
行

い
、
昭
和
35
年
に
第
１
回
大
会
を
開
催
し

て
か
ら
今
年
で
60
回
目
を
迎
え
る
。

　

大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
434
チ
ー
ム

の
剣
士
・
監
督
・
父
兄
の
計
４
０
０
０
名

（
そ
の
内
剣
士
は
２
１
７
０
名
）
が
参
加

し
、
予
選
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
最
優

秀
賞
決
定
戦
は
予
選
の
上
位
３
チ
ー
ム
が

リ
ー
グ
戦
で
争
っ
た
。

　

最
優
秀
賞
決
定
リ
ー
グ
戦
で
は
、
小お

曽ぞ

根ね

剣
友
会
（
大
阪
）
が
総
合
成
績
１
位
に

な
り
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、

２
位
に
鬼
高
剣
友
会
（
千
葉
）、
３
位
に

洗
心
道
場
（
愛
知
）
が
入
賞
し
た
。

▽
開
会
式

　

本
大
会
は
小
学
生
剣
士
日
本
一
を
決
め

る
伝
統
的
な
大
会
の
一
つ
で
あ
る
。
開
会

式
前
か
ら
多
く
の
剣
士
が
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
を
行
い
、
試
合
に
備
え
て
い
た
。

　

８
時
30
分
に
開
会
式
が
始
ま
っ
た
。
ま

文部科学大臣杯 第60回記念 全国選抜少年剣道錬成大会

小学生剣士２千名が水戸に集う

基本錬成：手刀で面を行う参加者たち



27

ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
岡お
か

田だ
ひ

広ろ
し

大
会

会
長
（
水
戸
東
武
館
理
事
長
・
参
議
院
議

員
）
が
開
式
の
辞
を
行
っ
た
。

　

次
に
小こ
ざ

澤わ
さ

智と
る

大
会
副
会
長
（
水
戸
東
武

館
第
七
代
館
長
）
か
ら
、「
全
国
か
ら
数

多
く
の
少
年
剣
士
た
ち
が
水
戸
の
地
に
集

ま
り
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
最
後
の
本
大
会
で
す
の

で
、
大
き
な
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
優
秀
旗
返
還
が
行

わ
れ
、
来
賓
祝
辞
に
移
っ
た
。

　

小
野
寺
俊
茨
城
県
副
知
事
か
ら
は
「
今

日
は
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
少
年
・

少
女
の
剣
士
を
お
迎
え
し
、
本
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
剣
道
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
厳
し
い
稽

古
を
積
み
、
剣
の
技
を
磨
き
、
礼
儀
作
法

を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
で
精
神
を
鍛
え
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
剣
道
を
通
じ
て
し
っ

か
り
し
た
良
い
心
を
育
て
、
立
派
な
大
人

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
参
加
者
代
表
宣
誓
と
し
て
水
戸

東
武
館
の
高
橋
仁
美
選
手
が
明
る
く
元
気

に
宣
誓
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
閉
式
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
開

会
式
は
終
了
し
た
。

「三誓願」を唱える剣士たち

  

第
60
回
記
念
大
会
を
迎
え
て

　

や
っ
と
継
続
し
て
60
回
に
な
っ
た
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
水
戸
に
は
藩
校

の
弘
道
館
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
に

入
り
、
武
士
の
世
の
中
が
な
く
な
り
、

藩
校
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
水
戸
で
伝

わ
っ
て
き
た
剣
術
の
歴
史
が
途
絶
え
る

こ
と
を
危
惧
し
、
弘
道
館
で
師
範
を
し

て
い
た
小こ

澤ざ
わ

寅と
ら

吉き
ち

が
剣
道
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
水
戸
東
武
館
を
作
り
ま
し

た
。
弘
道
館
の
教
育
の
柱
で
あ
る
「
文

武
不
岐
」
を
全
国
の
青
少
年
に
伝
え
る

た
め
、
本
大
会
は
水
戸
で
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
大
会
は
全
国
か
ら
子
供
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ

て
全
国
の
相
手
と
対
戦
す
る
こ
と
は
今

後
の
人
生
を
生
き
て
い
く
上
で
一
つ
の

財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ

の
素
晴
ら
し
さ
を
全
国
の
子
供
た
ち
に

一
人
で
も
多
く
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外

の
人
々
に
も
こ
の
精
神
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

小こ
ざ

澤わ
さ

智と
る

大
会
副
会
長
（
水
戸
東
武
館
館
長
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小澤智大会副会長
（水戸東武館館長）

三誓願

▽
基
本
錬
成

　

開
会
式
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る

基
本
錬
成
が
行
わ
れ
た
。
体
育
館
い
っ
ぱ

い
に
広
が
っ
た
少
年
・
少
女
剣
士
た
ち
は

小
澤
館
長
の
指
揮
に
合
わ
せ
、
元
気
よ

く
、
手
刀
で
面
、
小
手
、
胴
の
素
振
り
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
小
澤
館
長
が
東
武
館
の
精
神

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
三
誓
願
」（
勉

強
し
ま
す
／
剣
道
し
ま
す
／
よ
い
行
い
を

し
ま
す
）
を
力
強
く
唱
え
る
と
、
剣
士
た

ち
も
こ
れ
に
合
わ
せ
、
会
場
全
体
に
響
き

渡
る
声
で
復
唱
し
た
。

▽
試
合

　

本
大
会
は
、
少
年
少
女
た
ち
の
剣
道
の

力
試
し
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
自
己
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

た
結
果
の
成
績
を
記
録
す
る
と
い
う
「
記

録
会
」
で
あ
る
。
審
査
員
は
少
年
・
少
女

の
剣
士
た
ち
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
、
評
価
し
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ニュース

て
い
る
。
表
彰
に
つ
い
て
も
順
位
や
優
勝

と
い
う
勝
敗
を
印
象
づ
け
る
言
葉
は
使
わ

ず
、
優
秀
賞
、
殊
勲
賞
な
ど
の
言
葉
を
大

会
の
当
初
か
ら
用
い
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
剣
士
た
ち
は
「
順
位
」
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
、
試
合
の
中
で
闘
う
相
手
と

向
き
合
い
、
自
分
が
本
大
会
ま
で
に
ど
の

程
度
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
各
剣

士
は
、
己
の
ベ
ス
ト
を
出
し
尽
く
す
べ

く
、そ
の
気
合
は
、場
内
に
鳴
り
響
い
た
。

　

試
合
は
２
分
三
本
勝
負
に
よ
る
団
体
戦

で
争
わ
れ
た
。
予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
最

優
秀
賞
決
定
リ
ー
グ
戦
に
進
ん
だ
の
は
小

曽
根
剣
友
会（
大
阪
）と
鬼
高
剣
友
会（
千

葉
）
と
洗
心
道
場
（
愛
知
）
の
３
チ
ー
ム

と
な
っ
た
。

▽
最
優
秀
賞
決
定
リ
ー
グ
戦
・
第
３
試
合

　

最
優
秀
賞
は
３
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦
を

行
い
、
勝
点
（
勝
利
数
）
で
決
定
す
る
。

勝
点
が
同
数
の
場
合
は
勝
者
数
が
多
い
チ

ー
ム
が
最
優
秀
賞
と
な
り
、
勝
者
数
も
同

数
の
場
合
は
、
取
得
本
数
に
よ
っ
て
最
優

秀
賞
を
決
め
る
。
第
２
試
合
ま
で
小
曽
根

と
鬼
高
の
勝
点
・
勝
者
数
・
本
数
は
そ
れ

ぞ
れ
、
小
曽
根
が
１
・
１
・
１
、
鬼
高
が

１
・
２
・
３
と
な
り
、
鬼
高
が
リ
ー
ド
し

て
い
た
。

河原で最終調整を行う剣士たち

正々堂々と試合に臨む自分のベストを尽くして勝負する

仲間へ声援を送る監督との反省会を行う剣士たち
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最優秀賞決定リーグ・第 3試合＝小曽根・和田（右）が大野に面を決める

先
鋒　

和
田
貫
汰　

メ
―　
　

大
野
颯
太

次
鋒　

北
東
慶
太　

コ
―　
　

小
沼
優
奈

中
堅　

松
本
大
輝　
　

×　
　

松
本
誠
也

副
将　

豊
田
蓮
杜　

メ
―　
　

加
来
昴
誠

大
将　

西
半
大
輝　
　

―
メ
メ
根
岸
嗣
英

　

先
鋒
戦
は
小
曽
根
・
和
田
と
鬼
高
・
大

野
の
対
決
。
試
合
開
始
か
ら
１
分
、
和
田

が
出
ば
な
面
を
決
め
る
。
和
田
が
リ
ー
ド

し
た
ま
ま
終
了
。
貴
重
な
先
勝
を
あ
げ

た
。
次
鋒
戦
は
、
小
曽
根
・
北
東
対
鬼
高
・

小
沼
。
試
合
が
動
い
た
の
は
開
始
か
ら
十

数
秒
、
北
東
が
小
沼
の
一
瞬
の
隙
を
つ

き
、
小
手
を
決
め
、
一
本
。
そ
の
後
も
、

北
東
は
小
沼
に
１
本
も
取
ら
せ
ず
勝
利
す

る
。
中
堅
戦
は
引
分
で
終
了
。
副
将
戦
は

小
曽
根
・
豊
田
と
鬼
高
・
加
来
の
試
合
。

優
勝
に
大
手
を
か
け
た
豊
田
は
加
来
の
技

を
捌
き
、
機
会
を
窺
い
つ
つ
攻
撃
を
仕
掛

け
る
。
試
合
中
盤
、
豊
田
が
素
早
く
面
を

決
め
、
一
本
。
そ
の
後
、
試
合
は
豊
田
が

相
手
の
技
を
上
手
く
捌
き
切
り
終
了
。
こ

の
時
点
で
小
曽
根
の
最
優
秀
賞
が
確
定
と

な
る
。
大
将
戦
は
鬼
高
・
根
岸
が
意
地

を
見
せ
、
小
曽
根
の
西
半
に
面
を
２
本
決

め
、
勝
利
し
た
。

鬼
高
剣
友
会

（
千
葉
）

３
―
１

小
曽
根
剣
友
会

（
大
阪
）

チーム名 洗心道場 鬼高剣友会 小曽根剣友会 勝点 勝者数 本数 順位

洗心道場 １/３ １/１ 0 2 4 3

鬼高剣友会 ２/３ １/２ 1 3 5 2

小曽根剣友会 １/１代表 ３/３ 2 4 4 1

▽最優秀決定リーグ戦結果（勝者数 /取得本数）
心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉
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〈広告〉

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
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